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JENESYS2019ASEAN招へいプログラム第 11陣の記録 

    テーマ：若手メディア交流 ～インフラ～、対象国：フィリピン 

  

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019の一環として、フィリピンより若手メディア関係者(社会人）20名が2019年

11月25日～12月3日の8泊9日の日程で来日し、「若手メディア交流～インフラ～」をテーマ

としたプログラムに参加しました。本訪日団は、都内で放送局やプレスセンターのほか、

交通機関関連の企業・施設等を視察、メディアのあり方などについて学びました。その

後、愛知県を訪問し、新聞社やリニア・鉄道館、名古屋市内の商店街等の視察を実施、イ

ンフラ整備の重要性を学ぶとともに、社会に与えた影響について学習しました。一行は、

プログラム中、日本のメディアとインフラに強い興味を示し、各々の関心事項や体験につ

いてSNSを通じて対外発信を行いました。また、帰国前の報告会では、訪日経験を活かした

帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】フィリピン  20 名 

【訪問地】東京都、愛知県 

 

 

２．日程 

１１月２５日（月）  来日【オリエンテーション】 

 

１１月２６日（火） 【表敬】在京フィリピン共和国大使館 

【メディア/テーマ関連視察】NHK 放送博物館 

【メディア/テーマ関連講義】公益財団法人フォーリン・ 

プレスセンター 

 

１１月２７日（水） 【インフラ/テーマ関連視察】東日本旅客鉄道株式会社 

【インフラ/テーマ関連講義】JICA ※ODA 支援について 

【インフラ/テーマ関連視察】地下鉄博物館 

 

１１月２８日（木） 【インフラ/テーマ関連視察】交通管制センター 

【メディア/テーマ関連視察】JP タワー学術文化総合ミュージアム 

 インターメディアテク 

東京都から愛知県へ移動 

 

１１月２９日（金） 【メディア/テーマ関連視察】朝日新聞社 名古屋本社 

【日本文化視察】大須商店街 
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１１月３０日（土） 【日本文化視察】MIZKAN MUSEUM(ミツカンミュージアム)、名古屋城 

【インフラ/テーマ関連視察】リニア・鉄道館 

 

１２日 １日（日）  愛知県から東京都へ移動 

【オリパラ関連施設視察】日本オリンピックミュージアム 

【メディア/テーマ関連視察】東京国立博物館、 

TNM＆TOPPAN ミュージアムシアター 

 

１２月 ２日（月） 【メディア/テーマ関連視察】株式会社テレビ東京ホールディングス 

【日本文化視察】皇居 二重橋 

【ワークショップ】 

 

１２月 ３日（火） 【報告会】帰国 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

11 月 25 日【オリエンテーション】 
11 月 26 日【表敬】 

在京フィリピン共和国大使館 

  

11 月 26 日【メディア/テーマ関連視察】 

NHK 放送博物館 

11月 26日【メディア/テーマ関連講義】 

公益財団法人フォーリン・プレスセンター 
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11 月 27 日【インフラ/テーマ関連視察】 

東日本旅客鉄道株式会社 

11 月 27 日【インフラ/テーマ関連講義】 

JICA 

  

11 月 28 日【インフラ/テーマ関連視察】 

交通管制センター 

11 月 28 日【インフラ/テーマ関連視察】 

アイキャン 

  

11 月 29 日【メディア/テーマ関連視察】 

朝日新聞社名古屋本社 

11 月 29 日【日本文化視察】 

大須商店街 
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11 月 30 日【日本文化視察】 

MIZKAN MUSEUＭ(ミツカンミュージアム) 

11 月 30 日【日本文化視察】 

名古屋城 

  

11 月 30 日【インフラ/テーマ関連視察】 

リニア・鉄道館 

12 月 1 日【オリパラ関連施設視察】 

日本オリンピックミュージアム 

  

12 月 1 日【メディア/テーマ関連視察】 

東京国立博物館、TNM＆TOPPAN ミュージア

ムシアター 

12 月 2 日【メディア/テーマ関連視察】 

株式会社テレビ東京ホールディングス 
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12 月 2 日【日本文化視察】 

皇居 二重橋 
12 月 3 日【報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本に到着すると、私たちは非常によくもてなされました。この活動は、フィリピンと

日本の関係を紹介する政府のコミュニケーターとして有益だと思います。9 日間のプロ

グラムで多くを学びました。私は日本の文化と技術についてもっと学びたいと思いまし

た。そのため、他の人に私と同じくらい日本についてもっと学んでもらいたいので、ROI

の一環として、SNS アカウントにもっと多くの日本語関連コンテンツを投稿します。さ

らに、フィリピン政府の一員として、帰国後、日本の交通管理戦略の可能な複製のため

に、交通と鉄道の管理に関する政策概要を作成します。 

 

◆ JENESYSプログラムでの私の経験は、日本社会におけるメディアとインフラをテーマに、

大変素晴らしいものでした。朝日新聞社とテレビ東京では日本のメディアがどのように

異なっているのかを見ましたが、テレビ番組の内容に関してはフィリピンのメディアに

も似ているところがあると思いました。フィリピンの列車は標準レベルに達していない

ので、日本のインフラと大量輸送システムの視察を本当に楽しむことができました。日

本国内の機能全体が効率的、効果的、そして美しく機能しているので、この世界の誰も

が、少なくとも一度は日本を訪れるべきだと思います。 

 

◆ 大学以来、私は日本の経済、技術、文化、人々を後押しすることに興味を持っています。

個人的にそれを経験し、学ぶことができたことにとても感謝しています。秋を経験し、

さまざまな場所を訪れ、日本で食事をすることができたのはとても幸運だと思います。

これらの経験は常に私の心の中にあります。海外に旅行して電車に乗るのは初めてでし

た。これらすべてを日本で体験できたことをとても嬉しく思います。 
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５．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆ 皆さん意欲に溢れた素晴らしい若者たちで、こちらまで元気になりました。 

彼らのような優秀で前途有望な方々が知日派になってくれのは嬉しいことですね。改め

て JENESIS 事業の意義を実感致しました。（公益財団法人フォーリン・プレスセンター） 

 

◆ 今回の訪問を通じ、日本を代表する鉄道技術や、実際に車両を間近で見学頂き、日本の

インフラ技術を体感し、学ぶことができているようでした。この度は、ご訪問いただき

ありがとうございました。訪問してくださったフィリピンの方々には、充実した時間を

過ごしていただけたようで非常に嬉しく思います。（東日本旅客鉄道株式会社） 

 

 

６. 参加者の対外発信 

 

 

私たちは東京のフィリピン大使館のミッ

ション次長であるロブ・ボリバル氏を中心

に、大使館を表敬しました。その後、ラン

チで美味しい日本料理を食べに行きまし

た。次に、NHK 放送博物館に行き、日本の

メディア産業の歴史を理解しました。次

に、私たちは外国記者センターに行きまし

た。日本とフィリピンの関係、それが日本

の経済やその他の危機、社会問題に与える

影響について説明を受けました。 

日本での初日は終わりました。今日、羽田

空港に到着すると、バスに乗って東京の高

速道路を周遊しました。そこには多くの注

目すべきインフラがあり、これらのインフ

ラスが国の発展にどのように役立ち、それ

がどのように人々の福祉のために作られ

ているかについて教えられました。 

間違いなく夢が叶いました。明日が待ち遠

しいです！ 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

①大学での出版物・ウェブなどに記事・特集を掲載します。 

・NHK、FPCJ、朝日新聞、テレビ東京についての記事と、日本での食事や訪問地につい

ての特集を組みます。  

・日本の環境政策についての記事を取り上げます。 

②テレビ・ラジオで日本についての以下の特集番組を組みます。 

・2020 東京五輪、JENESYS2019 の訪日エピソード、オリンピックミュージアム、

JENESYS と、国際交流の背景、日本人の健康とライフスタイルに焦点を当てます。 

・日本のツーリズム、文化について言及します。 

③ウェブニュースにて発信します。 

テーマは下記の通りです。 

・ICAN (Int'l Children`s Action Network)について、リニア新幹線、JENESYS2019

で経験したこと、日本での観光、オリンピックミュージアム、GMA ニュースの

Facebook にリニア鉄道館と交通幹線センターの写真掲載、日本の交通管制とインフ

ラ、輸送について 

④SNS を利用して情報発信します。 

・Facebook、Twitter、Instagram に JENESYS2019 のアカウントを作り、JENESYS の参

加者・卒業生が投稿出来るようにします。 

・ASEAN のジャーナリスト向けの Facebook を開設します。 

⑤ビデオブログ･You Tube を作成します。 

・JENESYS での体験についての短いビデオを作成します。 

・オリンピックミュージアム・テレビ東京・朝日新聞・日本の観光地・文化について

取り上げます。 

⑥政策を提案します。 

・Presidential communications Operations Office に、地震対策、職員への日本語

訓練、インフラ整備、ツーリズムなどに関しての提案、予算要求をします。  

⑦各種イベントで情報発信します。 

・大学の文化の日に、日本紹介、JENESYS 卒業生の交流イベント実施 

・2020 の JENESYS に向けての学生へのプロモーション実施 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


